
2016 年 9月 8日、名古屋市とセブン銀行は、「多文
化共生・観光推進に関する連携協定」を締結した。協定
事項の中心は、セブン銀行海外送金アプリを活用した外
国人市民向けの多言語情報発信に関する取り組みである。
自治体と民間企業が「多文化共生」に関する協定を締結
したのは、全国初の事例となったのではないだろうか。
セブン銀行海外送金アプリは 2016 年 10 月末現在、
7万 4,000 件超のダウンロードをいただいているが、
利用者の約 9割が外国人のお客さまである。日本で働
くことで得た大切なお金を、安心安全に母国に送金した
い多くの外国人の方にとって、「為替レート」はきわめ
て重要な生活情報である。約 255か国（126通貨以上）
のレートが簡単に確認できるアプリは、対面拠点が限定
的なセブン銀行にとって、外国人のお客さまとの重要な
接点となっている。
「情報を必要とする方に、適切な情報を母国語で届け
たい。」これは日本で生活する外国人の方を顧客と捉え
る企業のみならず、外国人集住都市共通の課題ではない
だろうか。
セブン銀行海外送金アプリは 9言語（英語、中国語、
ポルトガル語、スペイン語、タガログ語、タイ語、ベト
ナム語、インドネシア語、日本語）に対応し、外国人の
方へ、母国語で直接情報を届けることができる。日常的
にご利用いただくアプリへの情報掲示のみならず、
PUSH通知機能を活用した情報発信（地域指定可能）に
より、自然災害など、有事発生の際には、情報伝達手段
としても、ご活用いただくことができる。
また、セブン銀行は 2016年 10月、デビットサービ
スを開始した。クレジットカードの保有が困難であった
外国人のお客さまからは、「公共料金の支払いやインター

ネットショッピングの決済が預金口座から直接できて、
大変便利」という声をいただいている。
セブン銀行はこの海外送金アプリやデビットサービス
を、日本で生活する外国人の方と、サービス提供を行う
主体とを結ぶ「共通プラットフォーム」として、さまざ
まな形でご活用いただきたいと考えており、すでに複数
の自治体や企業から相談をいただいている。
「Seven�Bank� is�your�partner� in�Japan�＝�日本で
生活する外国人の方の生活を、もっと便利に」セブン銀
行はこのコンセプトの実現に向け、金融面にとどまらな
いサービス拡充に努めているが、企業単独での実現には
限界がある。名古屋市との提携は官民連携の第一歩であ
り、今後も自治
体と企業が一体
となり、多文化
共生を実現する
ための取り組み
を進めていきた
いと考えてい
る。
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